
安土桃山期の朝廷と天下人・豊臣秀吉との関係を伝える

もうひとつの『御湯殿上日記』

『院中御湯殿上日記』は安土桃山時代の正親町院の院御所の女房た
ちによる業務日記である。天正 15年（1587）から天正 19年（1591）

までの 5年間、通年の日記が残る。
史料纂集では全 3冊で刊行の予定で、第 1冊目の本冊では天正 15
年正月記～天正 16年 5月記を紹介する。

正親町院は、弘治３年（1557）に即位し、天正 14年 11月に、70歳
余で孫の和仁親王（後陽成天皇）に譲位した。天皇の生前譲位は、
後花園天皇以来 123年ぶりのことであった。正親町院は文禄 2年正
月（1593）に崩御するため、本記はほぼ上皇時代を網羅している。

内容は、院の動静を主に、後陽成天皇や当時の天下人豊臣秀吉との
関係、さまざまな院中・禁中での行事、任官・叙位等に関する記事、
また和歌・香・能などの文化的記事も見られる。同時期に後陽成天
皇の禁中の『御湯殿上日記』も残されているが、比較的簡略な記載
であり、欠失部分もある。本記は後陽成天皇の『御湯殿上日記』と
補完し合い、当時の朝廷の様子を知ることができる史料としても重
要である。

禁中の『御湯殿上日記』は 15世紀半ばから継続して記されるが、
本記は院中の『御湯殿上日記』として初めての例となる。また中世
の『御湯殿上日記』の多くが江戸時代の写本であるのに対し、本記
は同時代に書かれた原本と推測され、その執筆の在り方を探ること
が可能である。これらの点からも貴重な史料である。

今回の翻刻にあたっては、東京大学史料編纂所所蔵本を底本とし、
注・標出を付し利用の便宜を図った。

2026年 9月30日 刊行予定
定価 15,400円（本体 14,000円＋税）
Ａ5判・上製・函入・240頁
ISBN 978-4-8406-5229-2 C3321

全3冊予定
画像：『院中御湯殿上日記』（東京大学史料編纂所所蔵）を一部加工
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『院中御湯殿上日記』全 3冊 定期予約受付中
刊行次第、お届けいたします。ご注文は最寄りの書店か、または小社までお申し込み下さい。
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遠藤珠紀 校訂／八木書店刊� 2026 年 9 月 30 日刊行予定

史料纂集古記録編 229院中御湯殿上日記 第 1� 〔　　　〕冊　

ISBN978-4-8406-5229-2 C3321 ￥14000E　定価 15,400 円（本体 14,000 円＋税 10%）

　取扱店（番線印）
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お湯殿の上の日記 全11冊 

続群書類従 補遺3　続群書類従完成会発行　ISBN978-4-8406-2275-2
Ｂ6判・上製・函入・揃5,148頁　揃定価55,000円（揃本体50,000円＋税）　　※各冊分売承ります
天皇近侍の女官が、禁中の御湯殿上の間で記した当番日記。後土御門天皇の文明9年より霊元天皇の貞享4年ま
で、時に天皇の、時に女官の動静を記す。室町時代以後の研究において必須の重要史料。

戦国時代の宮廷生活
奥野高廣著　続群書類従完成会発行　ISBN4-7971-0741-3
Ａ5判・上製・カバー装・396頁　定価6,600円（本体6,000円＋税）

後土御門・後柏原・後奈良・正親町の四天皇の時代の皇居・装束・年中行事・帝王学・経済・宮女・日常生活・
飲食物・教養と娯楽、宗教や学問等、戦国期の宮廷生活について、史料を引用しながら概説する。
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